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問 題
泣いている子を慰めたり、困っている子を助けた
りなどの向社会的行動をしている幼児の姿を目にす
ると、私たち大人は、大抵、その子に何らかの「言
葉かけ」をするのではないだろうか。では、この「言
葉かけ」は、幼児にはどのように受け取られている
のだろうか。また、その後の幼児の向社会的行動に
何らかの影響を及ぼすのだろうか。さらに、もし、
影響を及ぼすとすれば、「言葉かけ」の内容によって
影響に違いはあるのだろうか。本研究では、幼児が
向社会的行動を行った時の、大人の「言葉かけ」と
その後の幼児の向社会的行動との関連について検討
する。
なお、本研究では、向社会的行動（prosocial behav-
ior）を「他者あるいは他の人々の集団を助けようと
したり、こうした人々のためになることをしようと
する自発的な行為」（Eisenberg&Mussen,1991）の
定義に基づき、向社会的行動をその動機にかかわら
ず、自発的に他者を援助したり他者のためになるこ
とをしようとする行動全般と捉える。
子どもが向社会的行動を行った際の大人の「言葉
かけ」と、子どもの後の向社会的行動との関連につ
いては、欧米ではいくつかの研究がなされている
（Grusec, Kuczynski, Rushton., & Simutis, 1978;
Grusec&Redler,1980;Mills&Grusec,1989など）。
先行研究では、児童期において、子どもの内的特性
に帰属する「言葉かけ」が、外的な要因に帰属する
「言葉かけ」よりも、後の向社会的行動を促すこと
が示されている。これらの研究では、内的特性に帰
属する「言葉かけ」が、子どもの向社会性の自己認
知に影響を与え、それが後の向社会的行動を促進す
ると考えられている。しかし、幼児期においては、
研究の数も非常に少なく、一致した結果は得られて
いない。
Grusec & Redler（1980）や Eisenberg, Cialdini,
McCreath &Shell（1987）では、幼児では大人から
の自己の内的特性に帰属する「言葉かけ」が向社会
的行動に影響を及ぼさないことが示されており、そ
の理由として、幼児は自己についての認知構造が発
達してないためとされている。さらに、Eisenberg
（2006）も、「幼児は、自己認知の理解が未成熟なた
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めに、後の向社会的行動を促進するとされている大
人からの内的特性に帰属する「言葉かけ」は、効果
が無い」としている。
川島（1980）は、直接教示（寄付するようにいう）・
モデル提示（向社会的行動をするモデルの観察）・直
接教示とモデル提示の 3種類の学習条件下での幼児
の分与行動に対して、自己帰属群（「あなたはかわい
そうな子どもを助けるのが本当に好きにちがいな
い。きっとあなたはかわいそうな子どもを助けるの
が楽しいにちがいないと思います。」）、外的帰属群
（「きっとあなたは私がそうしてほしいと言ったの
で、かわいそうな子どもにキャンディをやったので
しょう。私はあなたがかわいそうな子どもにキャン
ディをやってほしいと思っていたのです。」）、無帰属
群（「あなたはかわいそうな子どもを助けました。」）
を設定し、帰属教示後の分与行動を比較した。その
結果、自己帰属群は外的帰属群よりも分与行動が多
く見られたが、無帰属群とは違いが見られていない。
このように、大人の「言葉かけ」の幼児の向社会
的行動に対する社会化の効果について直接検討した
研究は非常に少なく、かつ、児童期とは異なり、自
己の内的特性への帰属の効果も示されていない。
しかし、近年の自己認知研究では、幼児も内的特
性に関する自己認知が可能であることが示されてい
る（橋本・松永、2006など）。また、Cauley&Tyler
（1989）は、幼児の受容感や有能感についての自己
認知と向社会的行動とに正の関連を見いだしてい
る。さらに、伊藤（2006）は、向社会性についての
自己認知と遊び場面での向社会的行動との関連を見
いだしている。
また、青木（2005）は、「ほめ」と動機づけの関連
を検討する中で、幼稚園の年長児と 1年生を対象に、
ほめられたと思うエピソードや、ポジティブに受け
止めた「ほめ」について調査を行い、その「言葉か
け」を基に、その「ほめ」の内容と後のお手伝いの
作業量との関連を検討している。まず、お手伝い場
面では、幼児と 1年生はお手伝いをした時に、「すご
い」、「上手」などの賞賛の「ほめ」、「おめでとう」
や「ありがとう」などの愛情の「ほめ」、「そうそう」、
「早いじゃん」などの意見の「ほめ」、お手伝いをす
ることで提供されるもの（ご飯を食べさせてもらえ
る）を多く報告したことを示している。そして、年
長児、及び、1年生は実験者のお手伝いをした後に、
実験者から愛情の「ほめ」である「ありがとう」と、
賞賛の「ほめ」である「上手」、及び、うなずきの 3
通りの反応のいずれかを受け、その結果、幼児は「上
手」、1年生は「ありがとう」という「ほめ」を受け
た群が自由時間での実験者に対するお手伝いの作業
量が多いことを示している。
これらの研究より、幼児においても、他者から向
社会的行動の原因を子ども自身の内的に安定した個
人内要因に帰属されることにより、他者のために行
動できる存在として自己の向社会的特性を認知する
ようになり、それにより、その後の向社会的行動が
促進される可能性が示唆される。しかし、このよう
な視点からの幼児を対象とした研究は欧米において
も少ないが、我が国おいてはほとんどない（二宮、
2005）。また、日本において、日常生活の中で幼児が
向社会的行動を行った時に親や保育者が欧米の実験
で使用されているような「言葉かけ」を行っている
のか疑問が残る。青木（2005）の研究から、日本独
自の親や保育者の「言葉かけ」が存在する可能性が
示唆される。このような問題意識から、塚越・松永
（2008）では、親を対象に幼児が向社会的行動を行っ
た際の親の「言葉かけ」を調査し、「ありがとう」な
どの感謝の「言葉かけ」を最も多く使用しているこ
とが明らかとなり、日本においては欧米とは異なる
大人の「言葉かけ」がなされている可能性が示唆さ
れた。
そこで、本研究では、まず、研究 1で幼児が自分
が向社会的行動を行った時に、大人からどのような
「言葉かけ」を受けると捉えているのかを明らかに
する。そして、研究 2において、幼児の向社会的行
動への大人の「言葉かけ」の影響を実験的に調査す
る。
研究１
目 的
研究 1では、向社会的行動を行った時に、「言葉か
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け」を受ける側の幼児の意識から、大人の「言葉か
け」の影響をさぐる。また、研究 2での実験的研究
において幼児に提示する大人の「言葉かけ」の内容
を検討するための参考資料を得ることを目的とす
る。
具体的には、対象児が向社会的行動を行った時に、
保育者にどのような「言葉かけ」をされると捉えて
いるか、また、「言葉かけ」を受けた時にどのような
気持ちになるのかを明らかにする。
方 法
対象児：対象児は、群馬県内の公立幼稚園の年長児、
男女各 15名、合計 30名（平均年齢 5歳 9ヶ月（レン
ジ 5；3～6；3））である。
手続き：調査は、対象児の所属する幼稚園の 1室で
個別に実施した。始めに、対象児の日常生活場面で
の向社会的行動について尋ねた。その後、3つの向社
会的場面を提示し、それぞれの場面において、①対
象児がその場にいたとしたらどうするか、②それを
保育者が見ていたらどのような「言葉かけ」をされ
ると思うか、③その「言葉かけ」をされた時にどの
ような気持ちになるのかを尋ねた。提示した場面は
Table 1の通りである。
結 果
対象児が捉えた保育者からの「言葉かけ」を、対
象児の回答から帰納的に Table 2のように分類し
た。
場面①において、向社会的行動を「行う」と答え
た対象児は、30名中 28名（93.3％）であり、「行わ
ない」と答えた対象児は 2名であった。「行う」と答
えた対象児の捉えた保育者の「言葉かけ」とその時
の気持ちは Table 3の通りである。
場面②において向社会的行動を「行う」と答えた
対象児は 30名中 25名であり、「行わない」と答えた
対象児は 4名、回答無しが 1名であった。「行う」と
答えた対象児の捉えた保育者の「言葉かけ」とその
時の気持ちの結果は Table 4の通りである。
場面③において、向社会的行動を「行う」と答え
た対象児は 30名中 27名であり、「行わない」と答え
た対象児が 1名、回答無しが 2名であった。「行う」
と答えた対象児の捉えた保育者の「言葉かけ」とそ
の時の気持ちの結果は Table 5の通りである。
向社会的行動を「行う」と答えた対象児の捉えた
保育者の「言葉かけ」の 3場面全体の結果を Table 6
に示す。
以上のように、設定した場面において向社会的行
動を「行う」と答えた対象児の捉えている保育者の
「言葉かけ」は、感謝の「言葉かけ」と内的特性に
帰属する「言葉かけ」に大別でき、全ての場面で感
謝の「言葉かけ」が最も多かった。また、保育者か
ら「言葉かけ」を受けた時の気持ちとして、全ての
対象児がポジティブな感情を報告している。
大人の「言葉かけ」が幼児の向社会的行動に及ぼす影響（その 2)
Table１ 向社会的場面
場面①
お友だちがハンカチをなくして困っていま
した。○○ちゃんはハンカチを一緒に探し
てあげる？
場面②
お友だちがお絵かきをしようと思ったら、
赤色のクレヨンが無くて困っていました。
○○ちゃんはお友だちに赤色のクレヨンを
貸してあげる？
場面③
○○ちゃんはドングリを探しに行ってドン
グリをたくさん拾いました。でもお友だち
は 1つも拾えなくて悲しそうでした。○○
ちゃんはドングリを分けてあげる？
Table2 対象児の捉えた保育者からの「言葉かけ」の
カテゴリーと定義
感謝
感謝の「言葉かけ」
・「ありがとう」、「○○ちゃんありが
とう」など
内的特性
幼児の内的特性に帰属する「言葉か
け」
・「○○ちゃんいいこね」、「優しい
ね」など
何も言わない
?言葉かけ」をされないと思われるも
の
・「何も言ってくれない」、「言わな
い」など
わからない ?わからない」又は無回答
その他 上記以外の回答
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考 察
向社会的行動を行った時の保育者からの「言葉か
け」として幼児からあがってきた回答は、2例を除い
て、感謝の「言葉かけ」か、または、幼児自身の内
的特性に帰属する「言葉かけ」であった。そして、
「言葉かけ」の約半数が、「ありがとう」などの感謝
の「言葉かけ」であり、日常生活の中で幼児が向社
会的行動を行った時に、多くの幼児が、保育者に感
謝の「言葉かけ」をされると捉えていると考えられ
る。また、その「言葉かけ」を受けた時の気持ちは、
全員が嬉しいなどのポジティヴな気持ちを報告して
いる。提示した場面は保育者への向社会的行動では
Table3 場面①ハンカチ場面において援助行動をすると答えた対象児の回答
対象児の捉えている保育者の「言葉かけ」
(N＝28) ?言葉かけ」をされたと想定した時の対象児の気持ち
感謝 13名（46.4％）
（例：ありがとう）
嬉しい気持ち（11名）、大好きな気持ち（1名）、いい気持ち（1名）
内的特性 6名（21.4％）
（例：優しいね、いい子だね）
嬉しい気持ち（5名）、ありがたい気持ち（1名）
何も言わない 1名（3.5％） いらない
わからない 6名（21.4％）
その他 2名（7.1％）
・これが大切だね 心がドキドキする
・ちゃんと星組さんになれたね 嬉しい気持ち
Table4 場面②クレヨン場面おいて援助行動をすると答えた対象児の回答
対象児の捉えている保育者の「言葉かけ」
（N＝25） ?言葉かけ」をされたと想定した時の対象児の気持ち
感謝 12名（48.0％）
（例：ありがとう）
嬉しい気持ち（9名）、いい気持ち（2名）、優しい気持ち（1名）
内的特性 6名（24.0％）
（例：優しいね、いい子だね）
嬉しい気持ち（3名）、いい気持ち（2名）、またやろうって思う（1
名
何も言わない 1名（4.0％） 嬉しい気持ち
わからない 6名（24.0％）
Table5 場面③どんぐり場面で援助行動をすると答えた対象児の回答
対象児の捉えている保育者の「言葉かけ」
（N＝27） ?言葉かけ」をされたと想定した時の対象児の気持ち
感謝 12名（40.0％）
（例 ありがとう）
嬉しい気持ち（7名）、いい気持ち（3名）、わからない（1名）、楽し
い気持ち（1名）
内的特性 7名（23.3％）
（例 優しいね、いい子だね）
嬉しい気持ち（5名）、いい気持ち（1名）、分けてあげてよかった（1
名）
何も言わない 1名（3.3％） いらない
わからない 7名（25.9％）
Table6 対象児の捉えている保育者の「言葉かけ」のカテゴリー別割合
感謝 内的特性 何もいわない わからない その他
場面Ⅰ 46.4  21.4  3.5  21.4  7.1
場面Ⅱ 48.0  24.0  4.0  24.0  0.0
場面Ⅲ 40.0  23.3  3.3  25.9  0.0
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なく、友だちへの向社会的行動であるが、子どもた
ちは保育者から感謝の言葉を受けると捉えている。
また、塚越・松永（2008）においても、親の「言葉
かけ」として感謝の「言葉かけ」が多くみられた。
欧米の先行研究では、感謝の「言葉かけ」は検討さ
れていないが、これは日本において多くみられる「言
葉かけ」であり、感謝の「言葉かけ」の幼児の向社
会的行動への影響は検討するに値するものと考えら
れる。
子どもたちからあがってきたもう一つの回答が、
「優しいね」、「いい子だね」などの内的特性に帰属
する「言葉かけ」である。そして、その時の気持ち
として「嬉しい気持ち」などのポジティブな感情を
報告している。また、1名ではあったが「またやろ
うって思う」と回答した子どももいた。この結果は、
内的特性に帰属する「言葉かけ」は、幼児において
も何らかのプラスの影響を及ぼし、後の向社会的行
動を促進する可能性があることを示唆していると考
えられる。
研究２
目 的
研究 2では、塚越・松永（2008）及び研究 1を踏
まえて、幼児が向社会的行動を行った時の大人の「言
葉かけ」が、その後の幼児の向社会的行動、及び、
向社会的判断に及ぼす影響について検討する。
大人の「言葉かけ」としては、①幼児自身の内的
特性に帰属する「言葉かけ」（以下、このような「言
葉かけ」を受ける対象児を帰属群とする）、②感謝の
「言葉かけ」（以下、感謝群）、③行為自体を強化す
る「言葉かけ」（以下、強化群）を設定する。また、
各群と比較するために、④向社会的行動を行った事
実を述べるだけで、それ以外は何も言葉かけをしな
い群（以下、統制群）を設ける。
子どもが向社会的行動を行った時に幼児自身の内
的特性に帰属する「言葉かけ」を与えることは、子
どもがその情報によって自分がどういう人であるか
を認知し、それが一つの内的特性として自己認識さ
れ、この自己認識が基になり次の向社会的行動を生
み出していくと考えられる。塚越・松永（2008）に
おいて、幼児が日常生活場面で友だちに向社会的行
動を行った時に、親は、幼児に対して内的特性に帰
属する「言葉かけ」を多く行うことが示されている。
また、研究 1より、幼児は向社会的行動を行った時
に、内的特性に帰属する「言葉かけ」をされると捉
えており、かつ、その時の気持ちとして、全ての幼
児がポジティブな気持ちを報告している。先行研究
（Grusec & Redler, 1980；Eisenberg, Cialdini,
McCreath,&Shell,1987など）では、幼児にとって
は内的特性に帰属させる「言葉かけ」は有効ではな
いとする研究もあるが、上記のことから、幼児にお
いても、内的特性に帰属する「言葉かけ」は後の向
社会的行動を促進するのに効果的な「言葉かけ」で
はないかと考える。なお、具体的な内的特性に帰属
する「言葉かけ」は、先行研究では、「親切な人だね」
（Grusecら, 1978）、「役立つ人だね」（Grusec &
Redler,1980）「他者を援助するのが好きだね」（Mills
&Grusec,1989）、「助けるのが好きなのですね」（川
島、1991）などが使用されているが、本研究では、
研究 1でもみられた「いい子だね」という「言葉か
け」を用いる。また、この「言葉かけ」を選択した
のは、後述する行為自体を強化する「言葉かけ」で
用いる「いいことしたね」と効果を比較するためで
ある。
感謝の「言葉かけ」は、先行研究（Grusec,&Redler,
1980；Mills,& Grusec,1989；川島、1991など）に
おいては扱われていない。また、幼児の「ほめ」と
動機づけについて検討した青木（2005）では、幼児
がお手伝いをした時に「ありがとう」という感謝の
「ほめ」を受けるよりも、「上手だね」という賞賛の
「ほめ」を受けた方が、後のお手伝いの作業量が高
まることが示されている。しかし、塚越・松永（2008）
から、幼児の向社会的行動場面で多くの親が感謝の
「言葉かけ」を示し、感謝の「言葉かけ」をする親
は自分の子どもに対する向社会的行動評定が高いこ
とが示されている。さらに、研究 1では、幼児自身、
向社会的行動を行った時に保育者から感謝の「言葉
かけ」をされると捉えている者が最も多く、しかも、
その時にポジティブな気持ちを持つことが示され
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た。感謝の「言葉かけ」は、自分が行った行為が相
手を気持ちよくさせた、相手を喜ばすことができた、
相手の為に自分が役に立てたという自己効力感につ
ながると考えられ、幼児の向社会的行動を促進する
効果があるのではないかと考えられる。
行為自体を強化する「言葉かけ」は、「いいことし
たね」など行動そのものを賞賛する「言葉かけ」で
ある。塚越・松永（2008）及び研究 1において、親
からも幼児からもこの強化の「言葉かけ」は報告さ
れていない。しかし、幼児を対象とした先行研究
（Grusec&Redler,1980）で検討させており、行為
自体を強化する「言葉かけ」は、幼児が向社会的行
動を行った時に、幼児自身ではなく行為自体をほめ
る方法であり、行為自体の正の強化子として報酬に
なるとも考えられる。また、この強化群を設定する
ことにより、自己の内的特性への帰属の効果をより
明確に検討できると考えられる。
本研究では、以上の 3条件の「言葉かけ」の効果
をそれぞれ「言葉かけ」がなされない条件（統制群）
と比較することにより、それぞれの「言葉かけ」の
向社会的行動への影響について検討する。
方 法
対象児：群馬県内の公立幼稚園の年長児、男児 42
名、女児 45名、計 87名（平均年齢 6歳 0ヶ月（レン
ジ 5；6～6；6））である。実験導入時に求めた分与行
動において分与しなかった者（男児 2名、女児 5名）
を除き、帰属群（平均年齢 6歳 0ヶ月（レンジ 5；6
～6；5））、感謝群（平均年齢 6歳 0ヶ月（レンジ 5；
7～6；6））、強化群（平均年齢 5歳 6ヶ月（レンジ 5；
6～6；4））、統制群（平均年齢 5歳 11ヶ月（レンジ 5；
6～6；5））に男女各 10名、計 20名ずつの 4群に分
けた。
手続き：以下の①～⑥の順に実施した。実験は、対
象児の所属する幼稚園の一室で個別に行われた。
①ゲーム
実験者は対象児とボーリングゲームと話をしに来
たことを対象児に説明する。ボーリングゲームの説
明をした後、実際に対象児はボーリングゲームを行
う。全てのピンが倒れたらマーブルを 5個もらえる
ことを対象児に伝え、さらに、マーブルは後で賞品
と交換することができること、そしてマーブルの数
が多いほどその賞品はよくなるということを伝え
る。全員が、マーブルを 5枚もらえるように、全て
のピンが倒れるまでボーリングゲームを続ける。ピ
ンがすべて倒れた時点でゲーム終了とし、マーブル
を 5枚与える。ボーリングゲームは、市販の子ども
用ボーリングゲームのピンを使用し、約 2メートル
離れたところからボールを転がし、ピンを倒すとい
うものである。
②寄付行動＋1回目の「言葉かけ」
ボーリングゲーム終了後、実験者は対象児に困窮
状態にある子どもの図版を提示し、Table 7に示すよ
うな教示を行った。困窮状態にある子どもの性と対
象児の性は一致させた。
図版に描かれている子どもの困窮状態を説明する
とともに、この子どもにマーブルを寄付することで
プレゼントを渡すことができると教示して分与を促
す。対象児が分与をした後、「○○君は分けてあげた
んだね」と言い、さらに、各群に「言葉かけ」を行
う。各群への「言葉かけ」は Table 8の通りである。
尚、この時点で分与しなかった対象児 7名は、分析
の対象から除外した。
Table7 困窮状態にある子どもの例話（男児の例)
この子はね、ゆうたくんといって○○君と同じ○
歳です。でも、今、病気で入院していて、○○君み
たいにボーリングをしてプレゼントをもらうことが
できません。それでね、○○君がそのマーブルをゆ
うたくんに分けてあげれば、後でお姉さんがプレゼ
ンと交換してゆうたくんに渡そうと思います。○○
君は、ゆうたくんにマーブルを分けてあげる？あげ
ない？あげるならこの箱の中にマーブルを入れてく
れる？
Table8 各群の「言葉かけ」
帰属群 ?いい子だね。○○ちゃんは本当にいい子だね。」
感謝群 ?ありがとう。○○ちゃん本当にありがとう。」
強化群 ?いいことしたね。○○ちゃん本当にいいことしたね」
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③援助行動＋2回目の「言葉かけ」
「言葉かけ」を行った後、実験者は対象児にボー
リングゲームの片付けの手伝いを頼む。片づけ終了
後に「○○君は手伝ってくれたんだね」と言い、Table
 
8に示したように各群に「言葉かけ」を行う。
④向社会的判断課題
「言葉かけ」終了後、向社会的判断課題を実施す
る。向社会的判断場面は、Table 9のような 4場面を
使用した。物語は図版を伴って提示した。尚、登場
人物の表情は、対象児の行動判断が図版の表情に左
右されないように何も描かれていないものを使用し
た。また、提示順序の効果を抑制するために、物語
をランダムに提示し、場面の登場人物の性別を対象
児と一致させた。
向社会的判断課題実施後、話を聞いてくれたお礼
として対象児の持つマーブルが 5枚になるように新
しいマーブルを与える。
⑤向社会的行動評定
ゲーム終了後、実験者は対象児にマーブルが多い
ほどたくさんの賞品と交換することができることを
再度伝える。その後、マーブルを分与することで、
今回ゲームに参加することのできない同じ幼稚園の
お友だちにプレゼントを渡すことができると伝え
る。その後、分与するか否か尋ね、分与するならば
箱の中にマーブルを入れて欲しいと伝え、箱を示し
て対象児の行動を待つ（2分間）。
⑥マーブルを賞品と交換して実験終了
マーブルの枚数に応じて、シールや消しゴムと交
換する。なお、本実験に参加できなかった同一幼稚
園の子どもたちにもシールをプレゼントした。
分析方法
①幼児の向社会的行動評定
5枚のマーブルのうち分与した枚数を向社会的行
動得点とした。得点の範囲は 0～ 5である。
②向社会的判断の評定基準
各場面の反応を向社会的判断の評定基準（Table
 
10）に基づき点数化し、提示した 4場面の合計を加
算したものを向社会的判断得点とした。得点の範囲
は 0～ 8である。
Table9 向社会的判断課題
行動の種類 物 語 の 内 容
A：あなたは園庭で遊んでいると、お誕生日会の時間になりました。あなたは遊んでいたおもちゃを片
付けました。片付け終わって教室へ向かう途中に、目の前で年少組さんが転んでしまいました。お誕
生日会はもう始まってしまいます。こんな時あなたはどうしますか。
援 助 行 動
B：あなたはブランコの順番をずっと待っていました。すると、お友だちがでハンカチを失くしてしま
い、探していました。やっと次があなたの番でブランコに乗ることができます。こんな時あなたはど
うしますか。
C：あなたは大好きな色の折り紙を先生からもらったばかりです。すると、お友だちがケーキ屋さん
ごっこをするためにどうしてもその色の折り紙が足りないと言っていました。あなたがもらった折り
紙は最後の 1枚でした。こんな時あなたはどうしますか。
分 与 行 動
D：今日はあなたの大好きなおやつの日です。先生が 1人 1枚ずつおせんべいを配りました。すると、
あなたの横に座っていたお友だちがおせんべいを落としてしまいました。もうおせんべいの残りはあ
りません。こんな時あなたはどうしますか。
Table10 向社会的判断の評定基準
2点
自発的な援助行動であり、問題の解決に結びつく具体的な援助行動について言及した場合
例）「保健室へ連れて行く」、「分けてあげる」、「探してあげる」など
1点
自発的な援助行動ではあるが、解決に結びつく具体的な援助行動ではない場合
例）「助けてあげる」、「大丈夫？と言う」など
0点 援助行動について言及されていない場合、及び、「わからない」と述べた場合
201大人の「言葉かけ」が幼児の向社会的行動に及ぼす影響（その 2)
結 果
１．向社会的行動
1-1．「言葉かけ」前の群間差
「言葉かけ」をする前の各群の平均分与数を Table
 
11に示す。群間差を検討するため、平均の差の検定
を行った。検定の結果、「言葉かけ」前の群間に有意
な差は認められなかった。また、性差も認められな
かった。
1-2．「言葉かけ」の有無による分与数の差
各群の「言葉かけ」後の平均分与数を Table 12に
示す。各「言葉かけ」群と統制群間で「言葉かけ」
後の平均分与数に差があるか検討するため、平均の
差の検定を行った。検定の結果、帰属群と統制群間
にのみ有意な差が認められた（t＝2.353、p＜0.05）。
帰属群は、統制群よりも「言葉かけ」後の向社会的
行動得点が高い。
1-3．「言葉かけ」の有無による「言葉かけ」前後
の分与数の差
「言葉かけ」前後において、全体的に「言葉かけ」
前よりも「言葉かけ」後の方が分与数が減少した。
それぞれの平均分与個数をグラフ化したものが Fig-
ure1である。分与数の減少数の差を検討するため、
「言葉かけ」前後の分与数の差を算出し、各「言葉
かけ」群と統制群間で平均値の差の検定を行った
（Table 13）。検定の結果、帰属群と統制群の平均値
Table11 ?言葉かけ」前の平均分与数
平均分与数 SD
帰 属 群 2.65  1.04
感 謝 群 2.50  1.05
強 化 群 2.45  0.76
統 制 群 2.65  0.81
 
Table12 ?言葉かけ」後の平均分与数
平均分与数 SD
帰 属 群 2.50  1.24
感 謝 群 2.05  1.28
強 化 群 1.90  1.12
統 制 群 1.55  1.32
 
Table13 ?言葉かけ」前後の分与数の差
平均分与数 SD
帰 属 群 0.15  0.67
感 謝 群 0.45  0.95
強 化 群 0.55  1.36
統 制 群 1.10  1.62
 
Table14 向社会的判断得点
平均得点 SD
帰 属 群 6.80  0.83
感 謝 群 5.85  1.63
強 化 群 6.55  1.47
統 制 群 5.75  2.36
 
Figure1 ?言葉かけ」前後の各群の平均分与数
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帰属群 感謝群 強化群 統制群
のみに有意な差が認められた（t＝－2.424、p＜0.05）。
帰属群は、統制群よりも「言葉かけ」前後の向社会
的行動得点の差が小さい。
２．向社会的判断
4場面合計の向社会的判断得点の平均得点は
Table14の通りである。各「言葉かけ」群と統制群と
の差を検討するため、平均値の差の検定を行った。
検定の結果、いずれも有意な差は認められなかった。
考 察
１．大人の「言葉かけ」と向社会的行動
研究 2では、幼児が向社会的行動を行った際に大
人からかけられる「言葉かけ」の効果を検討した。
「言葉かけ」の種類として、幼児自身の内的特性に
帰属する「言葉かけ」、感謝の「言葉かけ」、強化の
「言葉かけ」を設定し、「言葉かけ」なしの条件と比
較した。その結果、向社会的行動の平均得点が、自
己の内的特性への帰属群のみ、統制群と比較して、
有意に高かった。このことから、幼児においても、
向社会的行為自体の強化ではなく、幼児自身の内的
特性に帰属する「言葉かけ」を行うことが、後の向
社会的行動にプラスの影響を及ぼすと考えられる。
これは、幼児が行った向社会的行動に対する幼児自
身の特性に帰属させる大人の「言葉かけ」により、
向社会性についての自己認知を促し、それが後の向
社会的行動の発現に影響を与えたのではないかと考
えられる。
感謝の「言葉かけ」は、研究 1において、幼児が
向社会的行動を行った際に保育者からかけられる
「言葉かけ」として最も多く報告させたものである。
しかし、研究 2において、感謝の「言葉かけ」は、
統制群と比較して、平均分与数に有意な差が見られ
なかった。感謝の「言葉かけ」は日常生活場面で多
く用いられている「言葉かけ」であり、幼児にとっ
て感謝の「言葉かけ」は、ありふれた「言葉かけ」
となってしまい、後の向社会的行動を高める効果に
つながらないのかもしれない。また、感謝の「言葉
かけ」は、他者からの依頼という外的帰属の意味と
なってしまい効果が見られなかった可能性もある。
強化の「言葉かけ」も、統制群と比較して分与数
に差が見られなかった。幼児が向社会的行動を行っ
た時に「いいことしたね」と言葉をかけることは、
幼児自身ではなく、行為自体の善し悪しについて注
目させてることになり、その場での行動への「言葉
かけ」に留まり、後の向社会的行動には影響を及ぼ
さなかったのではないかと考えられる。
２．大人の「言葉かけ」と向社会的判断
3種類の大人の「言葉かけ」のいずれにおいても、
向社会的判断においては、統制群と比較して、有意
な差は見られなかった。このことより、大人の「言
葉かけ」によって向社会的判断は影響されないと考
えられる。向社会的判断は、実験者が提示した場面
への幼児の認知的反応を問うものであったため、社
会的に望ましい回答をした可能性があり、この点が
本研究の結果を反映しているかもしれないと考えら
れる。また、このことは、向社会的判断は、向社会
的に行動しなければならいという認知面を見ている
ものであり、幼児自身の向社会性とは異なる次元の
ものである可能性が示唆される。
全体的考察と今後の課題
先行研究（Grusec & Redler, 1980；Eisenberg,
Cialdini,McCreath,&Shell,1987；Eisenberg,2006）
では、幼児は自己についての認知構造が未成熟なた
め、大人からの内的特性に帰属する「言葉かけ」は
自己認識に影響を与えず、向社会的行動の促進には
繫がらないとされてきた。しかし、本研究において
は、幼児においても、向社会的行為それ自体の強化
ではなく、幼児自身の内的特性への帰属の「言葉か
け」が後の向社会的行動にプラスの影響を及ぼすこ
とが示された。これより、幼児においても大人から
の子ども自身の内的帰属の「言葉かけ」は、向社会
性という内的特性の自己認識の形成に影響を与え、
それが後の向社会的行動を高めるのではないかと考
えられる。しかし、本研究での内的特性への帰属の
「言葉かけ」は、「いい子だね」という「言葉かけ」
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であり、この「言葉かけ」は、評価の「言葉かけ」
とも考えられる。今後、どのような内的特性に対す
る帰属の「言葉かけ」が有効なのか、より詳細に検
討していく必要がある。また、研究 2では、直後の
向社会的行動のみしか効果の指標として測定してい
ない。継続的な効果の検証も必要であろう。
また、感謝の「言葉かけ」は、向社会的行動に対
する大人からの「言葉かけ」として、幼児から最も
多く報告されている「言葉かけ」であるが、研究 2で
はその効果は見いだされなかった。研究 1での幼児
の報告では、他児への向社会的行動に対して保育者
が「ありがとう」というものである。一方、研究 2で
は、対象児にとって身近な存在ではない実験者から
の「言葉かけ」である。それゆえ、幼児にとって、
研究 2での感謝の「言葉かけ」と日常生活における
保育者からの感謝の「言葉かけ」とは意味が異なる
可能性もある。今後、感謝の「言葉かけ」について
も、さらなる検討が必要であろう。
大人の「言葉かけ」と子どもの向社会的行動の社
会化との関連は、社会化の担い手や場面・状況、さ
らに、子どもの個性や年齢など様々な要因が複雑に
関連している可能性がある。大人の子どもへの「言
葉かけ」は、日常場面で多くなされ、子どもたちに
とって最も身近で継続的かつ蓄積されるものであ
り、その影響力も強いのではないかと考えられる。
それゆえ、上記のような要因を考慮しながら、今後、
詳細に検討していく必要がある。
また、本研究では、大人からの「言葉かけ」が、
幼児の向社会性についての自己認知に影響を与え、
それが後の向社会的行動の促進に繫がるのではない
かというモデルのもとに研究を進めているが、この
モデル自体は検討されていない。今後、大人の「言
葉かけ」の内容の検討とともに、このモデルの検証
も含めた研究が必要である。
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